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Why did Nationalist Movement Party agree to Presidential system? 
 
憲法改正案が議会を通過 
2017年 1月 21日、トルコ大国民議会において憲法改正案が 340議席の賛成により可決した。そ






大統領が国家元首と行政の長を兼ねるという実権的な大統領制については、2014 年 8 月に行わ
れたトルコで初めての国民の直接投票による大統領選挙でレジェップ・タイイップ・エルドアンが勝利
した後、エルドアン自身がたびたび言及していた。しかし、他党は実権的大統領制に強く反対し、国
民も懐疑的な姿勢を見せてきた。2015 年 6 月の総選挙でエルドアンの出身政党である公正発展党
（Adalet ve Kalkınma Partisi）は 2002年 11月の選挙以降維持してきた単独与党の座を一時的に
失ったが（同年 11 月の総選挙で再び単独与党となる）、その原因の 1 つがエルドアンによる大統領
制への度重なる言及だと指摘された。 














                                                   
1 EU加盟交渉に伴う憲法の修正と法改正の詳細に関しては、Republic of Turkey Ministry of 
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民族主義者行動党の起源は 1958 年に創設された共和農民党にあるが、特に 1965 年に元軍人
であるアルパスラン・トゥルケシュ2が入党してから存在感を高めた。共和農民党は 1969 年に民族主






年 9月 12日クーデタ前で最も高い得票率を記録したのは 1977年総選挙の 6.42%であった。1982
年憲法では、少数政党が乱立するのを防ぐため、得票率が 10%以下の政党は議席を獲得できない
10%足切り条項が導入された。これは民族主義者行動党にとって痛手であった。トゥルケシュの指導










党内結束の乱れと 7月 15日クーデタ未遂 
2015 年 6 月の選挙後から、民族主義者行動党の結束は乱れ始めた。同選挙では単独与党が出
ず、第一党となった公正発展党のアフメット・ダーヴトオール首相（当時）が各政党に 11月の再選挙ま
での暫定内閣の立ち上げに協力を要請した。バフチェリはこの要請を断ったが、トゥルケシュの長男
                                                   




Çinar and Burak Arıkan, “The Nationalist Action Party: Representing the State, the Nation 
or the Nationalists?”, Barry Rubin and Metin Heper (eds.), Political Parties in Turkey, Frank 
Cass, 2002, pp. 25-40. 
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Demokratik Partisi）の 59議席よりも少ない 40議席に終わった。この結果、バフチェリの指導体制
に党内から懐疑的な声が上がり始めた。特に正道党（Doğru Yol Partisi）の議員として 90年代に内
務大臣を務めたメラル・アクシェネル6は、11 月の再選挙で候補に含まれなかったことを不服とし、バ
フチェリを批判し、新たな党首候補に名乗りを上げた7。しかし、結果としてアクシェネルの主張は退け











このように、党内の足並みの乱れと 7 月 15 日クーデタ未遂で求心力が低下したバフチェリは賭け
にでる。これまで頑なに反対してきた実権的大統領制への移行に理解を示し、公正発展党と協調して
いくことを明確にしたのである9。2016 年 11 月に憲法改正を前向きに支持していくことを発表し、
12月10日に公正発展党と民族主義者行動党は 21項目の憲法改正を大国民議会で審議することを
                                                   
4 1954年生まれのトゥールル・トゥルケシュは、アルパスラン・トゥルケシュの死後に行われ
た民族主義者行動党の党首選に出馬したものの、バフチェリに敗れ、同党を去ったが、2007年
の総選挙前に復党し、2007 年、2011 年、2015 年 6 月の総選挙で当選していた。異母兄弟で
1978年生まれのアフメット・トゥルケシュは 2011年の総選挙で公正発展党から出馬し、当選
していたが 2015年 5月に辞任した。 
5  “Tuğrul Türkeş MHP'den ihraç edildi”, Hürriyet, 5 Eylül, 2015; “Tuğrul Türkeş AK 
Parti'den milletvekili adayı”, Hürriyet, 18 Eylül, 2015. 
6 1956年生まれのアクシェネルは 1995年に中道右派政党である正道党から出馬し、議員とな




7 “MHP'de liste bombası: Meral Akşener listede yok”, Hürriyet, 18 Eylül, 2015; Gonca Şenay, 
“MHP'de 3 iddialı aday”, Al Jazeera Türk, 1 Aralık, 2015. 
8 Fikret Bila, “AK Parti-MHP ittifakı (2): İdeolojik yakınlık”, Hürriyet, 20 Ocak, 2017. 
9 Fikret Bila, “AK Parti ve MHP açısından başkanlık”, Hürriyet, 16 Kasım, 2016. 
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要請した10。そして前述したように 2017年 1月 21日に 18項目における憲法改正案が大国民議会

















                                                   
10 “Anayasa değişikliği teklifi TBMM Başkanlığı’na sunuldu”, BBC Türkçe, 10 Aralık, 2016. 
11 “Anayasa değişikliği teklifi 339 oyla Meclis’ten geçti”, BBC Türkçe, 21 Ocak, 2017. 
12 “MHP'de Atila Kaya istifa etti”, Hürriyet, 4 Ocak, 2017. 
